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高齢者ケ ア に 関わ っ て い る看護職 , 介 護職 の 生活 リズム 調整 に関す る テ キス ト20冊 (1 980-2003年) の 記述をもと に , 坐
活 リ ズ ム 調整 に関す る看護 ･ 介護職 の 知識基盤を明らか にす る こ とを目的と した ｡ 記述 の 抽 出は , 目次, あ る い は本文 に ,
｢生 活リ ズ ム｣, ｢ 睡眠｣と ｢ 援助｣ ある い は ｢睡眠｣ と ｢看護｣ の 記述 の あ る部分 と し, 生活リ ズ ム の 捉え方, 生活 リ ズ ム
調整 に 関する援助方法を抜粋 し, 年代 に よ る変遷を分析 し, 看護
･ 介 護職の テ キ ス ト に見ら れ る生活 リ ズ ム 調整に 関する そ
れ ぞ れ の 特徴を分析 した ｡
年代 に よ る変遷は , 睡眠 に焦点をあて, 生活 リ ズ ム の 乱 れ が不眠の 原因 と いう捉え方か ら, 日常生活と同義的 に生活リ ズ
ム を重視 した 捉え方, さ ら に高齢者 と家族を含 め た生活リ ズ ム と い う捉え方が なされ て い た ｡ 看 護
･ 介護職の テ キ ス ト の 内
容 に大き な違 い はみ ら れ な か っ たが , 看護職 の テ キ ス トで は , 健康な高齢者 へ の 援助及 び健康障害をも っ た 人 へ の 援助 と い
う視点か ら援助を捉えて おり , 介護職 の テ キ ス トで は , 日 常生活 へ の 援助 と い う ように, 生 活そ の もの を捉え援助す る と い
う視点 の 違 い が み られ た｡
生活リ ズ ム 調整 に 関す る援助方法 は い く つ か の テ キ ス トで み られ たが , 生活リ ズ ム が乱 れ た 要介護高齢者 - の 具体的な援
助方法 に つ い て は, 記述 が 少なか っ た ｡ 以上 の ような看護 ･ 介護職 の 視点 の 違 い と知識基盤をもと に, 相互 の 実践知 を明 ら
か にす る必要が ある と考え られ た ｡
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I . は じめに
生活リズ ム に閲し, ｢睡眠, 連軌 学習 (労働), 食
事な どを内容と した日常にお ける規則正 し い 生活習慣の
反復 を いう｣ と説明され て い るが (看護学大辞典 ,第5
版 , メ デ カ ル フ レ ン ド, 2002), 生活リズ ム は, 24時間
前後の 周期を持 つ 内因性リズ ム であるサ ー カ デ ィ ア ン リ
ズ ム と , 気温や湿度な どの環境因子や社会的ス ケジ ュ
ー
ル の 影響により, 生体が反応 した結果生 じる外因性リズ
ム から構成され て い るとみなせる
1)
｡
人の生活リズ ム は , 睡眠と覚醒 に大きく影響され て お
り, 朝起床 して , 食事 , 運動, 学習等の 活動を行 い , 夜
は就寝すると いう生活1)ズ ム が 一 般的 である｡ 睡眠が充
分にとれる ことが , まずは基本的な人の 欲求と考えられ
る ｡
睡眠は, 恒常性維持機構と体内時計機構の 2 つ の メ カ
ニ ズ ム の 影響を受けて い る｡ 目覚め て い ると体内に睡眠
物質 (睡眠促進物質) が蓄積 し, 睡眠が誘発されるよう
に恒常性維持機構が働き, 睡眠不足の 度合 い により, 深
い ノ ン レ ム 睡眠の ように睡眠の 質や量を調整して い る｡
一 方, 体内時計機構は時刻依存性であり, 体内時計の刻
むリズ ム は約25時間で あるが , 光や社会的因子 (同調因
千) によ っ て ほぼ24時間周期にリ セ ッ トされ て い る ｡ 特
に強い 同調因子は光で , 朝に光を浴びる こ とにより, 内
因性リズ ム をリ セ ッ トして い る
2)
｡
在宅で 療養して い た高齢者が , 入院や施設入所により
生活の 場を移行したときや , 疾患 による痔痛により, 坐
活リズ ム が乱れ る場合が ある
3)
｡ 日常生活を営む上 で ,
何 らか の 介助が必要な状態 にな っ た高齢者は, 1 日の リ
ズ ムを作り出す上 で他者の介入を必要とする場合が多く
なる｡ 高齢者の ケア にお い て , 看護職, 介護職はそ の 高
齢者の持 っ て い る力を最大限に引き出しながら, 生 活を
支えて い る ｡ ケ アを受ける者の立場に立ち , 各職種がそ
れぞれ の専門性を生か し つ つ , チ ⊥ ム と して最適の サ ー
ビス を提供するには , 援助に対する共通の 価値 を有 し,
互 い の専門性を知ることが重要で ある 4 )0
看護職, 介護職にお ける高齢者ケ ア の 専門性 は, 基
礎教育課程にお ける教育内容に大きく依存 して い ると考
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えられる ｡ 両職種の基礎教育で使用され て い るテ キス ト
は, 国家資格の 出題基準等, 各職種にもとめ られ る知識
基盤を想定して い ると考えられる ｡ したが っ て , そ れ ぞ
れ の テ キ ス トをもとに, 看護職 , 介護職における高齢者
の生活リズ ム の 捉え方, 援助 の 方法に関する知識基盤を
明らか にする こ とは, 看護職が, 介護職と連携 ･ 協働し
て , 短期的, 長期的に高齢者の生 活リズ ム の 調整 を援助
するため に必要と考えた｡
Ⅲ. 目 的
高齢者ケ アに関わ っ て い る看護職, 介護職の 高齢者の
生活リズ ム 調整に関するテキ ス ト上 の記述に見 られる特
徴を検討する こと により, 両職種の生 活リズ ム 調整 に関
する知識基盤を明らか にする｡
Ⅲ . 方 法
1
. 看護職の テ キ ス ト の 選定 : 比較 的多用され て い る
出版社3社 を含めて , 入手可能なもの のうち, 生 活リ
ズ ム に関する記述 の ある14冊 (1980-2003年 ; 表1中,
A と記述) を選定した ｡
2 . 介護職の テ キ ス トの 選定 : 介護福祉士の養成で多用
され て い る出版社3社より出版され て い る全集の 中か
ら, 生活リズ ム に関する記述の ある 6 冊(1999-2003
年 ; 表1中, B と記述) を選定した｡
3. デ ー タ の 抽出方法と分析方法 : 目次, ある い は本文
に, ｢生活リズ ム｣, ｢ 睡眠｣と ｢ 援助｣ あるい は ｢睡眠｣
と ｢看護｣の記述の ある部分を抜粋 し, 目次 の構成及
び本文の記述をもとに , 生 活リズ ム の捉え方及び生活
リズ ム調整に関する援助方法の 特徴を分析 し, 出版年
代順に整理 した ｡ 生 活リズ ム の 中 でも睡眠 の 記述を抜
粋した の は, 睡眠 ･ 覚醒リズ ム が , 生活リズ ム に大き
く影響 し, まず, 昼夜逆転 して い る人等が 5), 生活リ
ズ ム を整える援助の対象者と して あげられるため であ
る ｡
Ⅳ . 結果及び考察
1 . 年代による生活リズムの捉え方及び生活リズム調整
に関する援助方法の変遷
表1 に示すよう に, 睡眠に焦点をあて た捉 え方 (A
1, A 2) から , 日常生活となかば同義的に生活リズ ム
を重視 した捉え方 (A 9), さ らに高齢者と家族を含め
た生活リズ ム と いう捉え方 (A IO) と い う変遷がみ られ
た｡
1) 8 0年代にみられる睡眠に焦点を当てた捉え方
A l, A 2で は , 生活リズ ム と いう記述はみ られず,
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生活リズ ム の 中で も睡眠 の記述に限られ て い た ｡ 具体的
には, 高齢者の睡眠の 一 般的な特徴が記述され, 個人ご
とに睡眠 の パ タ ー ン を理解 し, 身体的, 環境的に総合的
な判断をし, 援助を して い か かナれば い けな い と記述さ
れ て い た｡
生活リズ ムを睡眠 と覚醒の両面から捉えた上 で の , 睡
眠 へ の 援助と い うより, もともと睡眠に絞 っ て の援助と
捉えて い ると , 考えられた｡
2) 9 0年代における生活リズムの捉え方の変遷
A3 におい て , ｢生 活の リズ ム｣ と い う記述がみられ
始め た｡ 睡眠 へ の 援助の項目の 中 で , 社会活動の引退か
ら生活リズ ムがくずれ, 睡眠 パタ ー ン が変化 し, その 変
化を高齢者自身が受け止めて い くように援助することが
必要と記述されて い た ｡
さら に年代を経ると , 生活リズ ム に関する記述はよ
くみ られるようになり, 不眠 の 発生要因の ひと つ と して
生活リズ ム の 変調 (A 4) や不規則 (A 5) を挙げて い
た ｡ 生活リズ ム の 調整が必要な状態と し て , 睡眠が十分
にとれ て い な い状態があり, 睡眠が十分にとれるよう に
援助する方法が記述され て い た ｡ 睡眠 へ の援助を考える
とき, 睡眠障害の状態や睡眠の 質を判断し. 援助する こ
と の 必要性が い われ て おり, 入眠障害の 場合は, 日中は
適度な運動を行 い 生 活にリズ ム を つ ける ことが大切 (A
6) で あり , 夜間の 安楽な睡眠をとるリズ ム を崩さな い
ような日中の働きかけが重要 (Bl) とされ て い た ｡ 日
中に体を動か し十分に活動し, か つ , 規則的なリズ ム の
ある生 活パ タ ー ン が夜間の 良 い睡眠を生むと し (A 7),
日中の活動を高め る こ とが有効とされて い た ｡ こう した
援助方法は, A 6, B l, A 7 以後に出版されたB 3,
A IO, A 12 におい て も記述され て い た ｡
睡眠に対して , 日中の覚醒時の 状態を生 活リズ ム と捉
えており, 夜間に不眠になる場合は, 日中の生活リズ ム
を整える援助が重要と捉えて い る と考えられた｡
3) 2 0 0 1年以降の生活リズムの捉え方のひろがり
A 8 で は, 適切な休息をとる条件とし て , 活動と休息
の リズ ム を生活の 中に バ ラ ン ス よく調整すると記述され
て い た ｡ 生活リズ ム には活動と休息の 両方の 状態がある
と捉え, 双方の バ ラ ン ス を調整 して い く こ とが重要と捉
えて い ると考えた ｡
また , A 9 で は , 睡 眠と活動と い う視点だけで なく,
日常生活の 中で , 身体的変化と生 活リズ ム の 回復に焦点
を当て て 援助 して い くと いう記述がみ られた ｡ ｢高齢者
にと っ て運動と休息, 睡眠と いう生 活リズ ム はその 人の
日常生活の過ごし方そ の もの｣ で あり , 生 活全体をみな
が らアセ ス メ ント し, 機能障害の レ ベ ル に応 じた活動量
表1 テ キ ス トにみる生活.)ズ ム 調整の記述 (A :看護職テキ ス ト, B :介護職テ キス ト, ア ン ダ ー ライ ン, 斜体は著者)
No. 出版年
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援助方法 1 . 身体 腰贋が あク, 摩庶 で雷 蔵有) 要介護者の 場 合 は夜 間 を楽 しく過 ご す場所, 方法 に つ い て 工 夫 す る な
的生活援助の視 点 令, 身体 を使 つ て の動作 が困難 で , 皇道旦_1∠_ ど個別性 を尊重 した対応 が必要で ある 睡眠 を助 ける意味
主立が不規則 に なりがちで , 昼夜 の 逆転す る で , - . (略) - . 利 用者が快 適 に 眠れ る方法 に つ い て
場合が多い 個別 に検討す る こ とが重要
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1 . 休息 . 睡眠 - の の 関係 に ある の で 日中に 体を動かした り して の 過 ご し方 へ の援助 (痴 呆患者- の 午前 中の日光浴 ヤ ア ウ
援助 Ⅱ高齢者の 主 十分活動 し, かつ , 規則的なリズム の あ る生 トドア ア ク テ ィ ビテ ィ . プロ グラ ム の 有効性), 睡 眠薬 の使
な症状 と看 護 1 . 造パ タ ー ンを作 る こ とが夜間の よ い 睡眠 を生 用 (腰E/J戯7>T)ズム の為 る塵 膚 パ タ ー ン を どう援助 して
不眠 ん で い く い くかに つ い て は 記載 なし)
B3 2000
老人介護の 基礎 Ⅰ 活 動と休 息 へ の 援助と して , 日 中で き るだ け 日課 表な どがある とわかりやす い 眠 れない と訴 えたら原
20)活動
と休息 - の援助 身体を動かす ような散歩や 運動 を取 り入れ起 因を確 かめ る こ とが必要で それ に応 じた介護 の 方法 (就 眠
床 から就 寝まで の 生活に メリ ハ リ をつ ける と 前 の会話 , 足 沿 , 日中の 散歩や活動 - の参加 , 医療部門と
い う生温且⊆｣ま_窒旦を作 る
ことが大事 の 相談後の 睡眠薬の 使用) を決 める
A8 2001
高齢 者に と つ て の 健 (適■好7Ti # ,畠をとる 虜件 とL て,,jE 威 されて い 日常生活に おけ る援助の 実際 ①休息 と活動の リズム 調整
21)
康状態 と 日常生活 る) 高齢者が健 康生活 を維持す る 上で は畠 高齢者の生痘且_星主 はき わめて個別 的で 多様性が認めら
Ⅰ健康 を意識した 行 動と休息の リズ ムを生活 の 中にバ ラ ン ス よく れる 一 人ひ とりの 生活特性 を考慮 して 関わる ことが大切
動 1) 休 息 遡塵 して 適切 な休息 をと る こと が重要 で ある で あり, 画
一 的
,
押 しつ け的な対応 に ならな い よう に注意
する 必要があ る ②環境 の調整 ③快 適な睡眠 - の 援助
(彰気分転換の 指導
A 9 2001
身体 的変化 と生痘且 ･ 運動機能 ( 活動性)の 変化 と生活 - の影 響 (庶蔚 鐙の 鉱大tI/和J/J題Eg, 摩虞 へ の 顔戯 に つ い て ア セ
22)
主立の 回復 に 焦点を 高齢者 にと つ て 運動と休息 睡 眠とい う生 ス メ ン j. の 鳳 卓と その 題助 方彦 に つ い て′宕粛有) その 人
あて た ア セ ス メ ン ト 造且呈主 はその 人の 日常生活 の過 ご し方その の 生活に 対す る意識, 生活歴 , 趣 味 . 興味 . 意欲 などと関
とケ ア の技 法 Ⅰ運 もの で あ る . 活動性 の低 下によ る 影響 の ひ 達する の で . 生活全体 をみ ながらア セ ス メ ン トして い か な
動 . 休息 . 睡眠の 変 と つ と して 皇室互ユ室生が乱 れる けれ ばなら ない 機能 障害 の レベ ル を判断しその 人 にあ つ
調の ア セ ス メ ン トと
ケア の 技法
た 活動量 を知 つ て 適切 な援助 をす る こ とが重要
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A10 2001
老年 に よ くみられる ･(不贋 へ の 題彪 の 1 つ と L て皇盛土室生 を磨 皇藍上_互生 を整 え る
- 家庭 で の 就寝前の 習 慣 を導 入した
23)
特徴と看 護 Ⅰ 主な iる ことが 挙げられ て い fJ) 生盛上_星主を り, 日中の活 動性を高め る , 生活時間 を整 える 家族の Q
症状とその看護 整える 援助 意義 . . 日 々の 生活 の過 ご し方 OL を向上させ る ことも重要, 24時間の 皇道土星互を整え
1 . 不 眠 Ⅱ コ ミ ユ は 健康 - の 影響 の ほ か , Q PL に大 きく 関与 る援助 とともに 介護保険 によ る在宅サ ー ビス などを取り入
ニ テ ィ ー にお ける ケ
ア 1 . 日常生活 の
看護 1) 生温吐茎
主 を整 える援助
する 睡眠の 援助 . . 2 4時間 の生盛上_主立に
お い て 睡眠が十分 にとれ る こと は健康 の バ ロ
メ ー タ ー の 一 つ
れる こ とに よ つ て生垣塁上ま.互生を作 るようにす る
B4 2001
高齢者の生活 を支 え (睡 眠. 休息が不足す る こと によ り活動性 が低 睡眠を導 くた め の 援助の 実際 ①睡眠 中の 身体 が安全 に確
24)
る 援助 Ⅰ睡 眠 . 休 下 し生産と二互生が 乱れ る と記載有) 不 眠や 保 される ②身体の 安楽 を配慮す る ③心 を満 たす ④環
息 - ゆ つ くり休 むと
い うこと
休息不足 は 食欲 が なく なる , 元気 が出 ない ,
集 中力が低 下 す る に 加 え
,
高 齢者で は
,
症
たきり状態
, 廃用性症候群, 痴呆状態 に 陥る
ケ ー ス もあ る 昼夜逆転 に なり, 生温ユ茎主
の 全体が乱れ る状況 に 追い 込ま れたりする
境 を整える ⑤睡眠薬の 使用
All 2002
実際編 Ⅰ日常生活 高齢者の 活動と休息 基本 的に は こ れまで の (摩贋lI.対する ケ アの ひ と つ と L てii
=
E 威有) 活動 . 休息
25)
の ケ ア 1 . 活動と 習慣や 生き方 を考慮 しその 人ら しい 生 活を送 に対する基 本的ケ ア ①活動 . 休息の ア セ ス メ ン ト ②活
休息 る ことが でき るようなかかわりが必要 動に関する ケ ア の 実際 ③睡眠 に対す る ケ ア の 実際 a生
盗塁上_星主を整え る 起床時間 を決め, 食事時 間を
一 定 に
し , 決ま つ た時間 に就寝す る b適度 な疲労感 を得 る工 夫
c 睡眠環境 の 整備 d精神的安定
A 12 2002
老年看護の 基本技術 睡眠 と覚醒, 活動と休 息は対 に な つ て こ れが (不備 の dflLj屠 の 停# 収 東贋~Hの 一 つ に H 中の卓 彦ぽ克 つ
26)
Ⅰ休 息 . 睡眠 - の 繰 り返さ れ る こと に よ つ て 日々 の生 活が細み ii)生産旦∠二互生があ ク, 安戯 へ の 題戯と Lて , B中に +
援 助 立て られ て い る 適 当な睡 眠がある から活動 分 店財L
,
か つ虜nU戯/J ')ズム の ある生 店 パ タ ー ン が夜滞
が保証さ れる の月贋lIつ 7> がる との,I;L
7
戯あi))
A 13 2003
生活 を援 助する 看護 (良眠 を促 す看護技術 と して , サ ー カ デ イ ア 看護技術 実施方法 . 睡眠環境を整 える , サ ー カ デイ ア
2 7)
技術 Ⅰ良眠を促す ン リズ ム に そ つ た皇盛上_宣旦 の 確保 と記 載 ンリズム に そ つ た生直上_室生の 確保, 身体的な苦痛や不快
看 護技術 有) 感の 除去 , 心理的不安要田の 軽減, リ ラク ゼ ー シ ョ ン 法の
活用, 睡眠剤 の 使用 健康教育. -(∋規則正 しい 食生活, 陸
眠ス ケジ ュ ー ル を守 る ②規則正 しい 軽 い 運動 を毎 日 ③
午前中に 太陽の 光を浴 び る
A 14 2003
老年者の 主要な症候 - , - : ;- ,,
.
.
.
,/
-
: 不眠時の看 護 . . 人眠前 に話をよく聴きス ト レス を解消さ
28)
とお こりやす い 問題 犀富の みi'fE威有) せ る ことが効果的 入浴も効果があ る 足浴 は 人眠を促す
Ⅰ睡眠障害 睡眠薬は 安易に 処方す べ きで は ない 日 中ねない よう に
言 い 聞かせ る の みで は 適切 な対応と はなら ない
B 5 20 03
介護援助の 方法 Ⅰ (豊 彦 l)ズ ム と い う表題 でば ,,jlL7戯 なL 身 体■ 睡眠と休 息介 護の 視 点 ①睡 眠の 生 活習慣 を継続 する 工
29)
身体 的生活援助 彪生膚虜助の /J7;
,
摩贋と#,畠介虜lI つ いて 夫 - 睡眠は 個人差が大きく, その 人の 睡 眠の 傾 向を理解
p
-
=
E 戯あ ク) 睡眠と休息介護 の 意義 . . 活動 する こ とが必要 (参快眠 - の 援助 - 居室の 環境も重要
と休息の 調和がとれ て い るとき に健康 で 満足 身体 的苦痛 に よ り不眠 にな つ て い る 場合は その 苦痛の 要因
した 生活がで き る 利用者が長年築 い て きた を除去す る (卦寝具を快適に 整える ④身体の 清潔 ⑤運
睡眠 の生 活習慣 を把握 し, 環境面, 身体 面 ,
精神面の 総合的 な理解 をとお しで 央ー眠 - の援
助を して い く ことが求められ る 質 の高 い 睡
眠が満たされ る こと によ つ て 利用者の 日 中の
生ヾ 舌は 活動的 に なる
動と移動 (む衣類
B6 2003
日常生活 に おける 基 I - -
.
-
-. -==7
L
- 睡 眠の 援助 (丑睡 眠の 働き 睡眠の メ カ ニ ズ ム . . 生物時
30)
本介 護の技術 卓 店の介 護好貯の ひ と つ とL て腰 贋の 題戯 の 計 の発信す るリズ ム に基 づ い て活 動と休息の 概 日リズム が
p
-
=
L7 戯あク) つ くられ る ②睡 眠のアセ ス メ ン ト 入眠の 状 艶 睡眠
時 間
, 覚醒の 状況, 日 中め過 ご し九 本人 の訴 えを観察 し,
身体 面, 環境 面 , 心 理面 . 精神 面 , 医療 関係者に確認す る
こと (疾患とそ の注意事項 , 服薬 内容と副作用) を評価す
る ③安眠の 援助 環境 の整備 入眠前の 援助 心理面の
援助 - じつ く り訴 えを聞く
,
眠れない と訴え る人に対 し
て 話 を聞くだ けで安心 して入 眠す る場合 もある
を知 っ て , 適切な援助をする ことが重要と し て い た｡ 日
常生活と同義的に生活リズ ム を捉えて い ると考えら れ
た｡
AIOで は , 生 活リズ ム と い う記述が , テ キス ト の複数
の 章にみ られ , 生活リズ ム を整える援助の 意義と して ,
日 々 の 生活は健康 へ の 影響の ほか , Q O L に大きく関与
すると し, 援助を高齢者だけにと どめず, 介護保険によ
る在宅サ ー ビ ス を取り入れる こと によ っ て 家族を含めた
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* 文献欄 の番号 は
,
論文末尾に 示した 分析対象文献の 番号を示 す
生活リズ ム を作る ことと記述 して い た｡ こうした家族を
含めた生活リズ ム の捉えかた の広がりは, 介護保険制度
導入にともなう家族支援の社会的 ニ ー ズを反映した結果
と考えられた｡
4) 生活リズム調整に関する援助方法
不眠ある い は安眠 へ の援助と して , 日中の 活動性の拡
大に向けた援助が夜間の良眠に有効と し, 多くの テ キ ス
ト で記載がみ られ た (A 4, B l, B 2, A 7, B 3)0
足浴の 有効性はB 1 (1999年出版) 以降の テ キス トにお
い て記述が見られ た ｡ A13, B 6 (2003年出版) で は ,
サ ー カ デ ィ ア ン リズ ム にそ っ た 生活リズ ム の 確保を睡眠
へ の援助技術と して おり , 光により生体時計をリ セ ッ ト
し て い ると いう研究結果を生か し, 午前中に太陽の光を
浴びる こ と の有効性が記述され て い た ｡
サ ー カ デ ィ ア ン リズ ム をと らえた睡眠 ･ 覚醒リズ ム ,
同調 因子 となる 光や社会 的環境を整 え, 1 日, 1週
間, 1月, 季節を踏まえた1年と い う時間のなが れを考
えた上 で の 生 活リズ ム をアセ ス メ ントし, 援助計画を作
成する ｡ そ して , こ の 援助計画をケ アチ ー ム で共有 し,
看護 ･ 介護職がそ れぞれ の 役割を果た して い っ た 上 で ,
そ の 人の生 活リズ ム を戻す, ある い は整えて いく こ とが
できると考える ｡ 生活リズ ム が乱れ て しま っ た要介護高
齢者 - の具体的な援助方法に つ い て は, ま だ記載が少な
い ｡ 研究と し て は散見 して おり6)~8), ま た実際 には臨
床の現場で は経験則で行われ て い ると考えられた ｡
2 . 看護職 ･ 介護職のテキス トにみる生活リズムの捉え
方と調整の特徴
両職種の テキ ス トの 内容に大きな違 い はみ られなか っ
た が , 同 じ頃に出版された テキス トであ っ て も生活リズ
ム の 捉え方に違 い があ っ た ｡ A 9(2001年出版) で は,
生活リズ ム を24時間の 日常生活そ の も の と捉え, A 12
(2002年出版) で は , 日 中の 生活様式を生活リズ ム と捉
えて い た ｡
看護職で は, 健康な高齢者 へ の 援助及び健康障害 を
も っ た人 へ の 援助と いう視点から援助を･捉えて おり, 介
護職 で は, 日常生活 へ の援助と い うよう に, 生 活そ の
もの をまず捉え援助 して いくと いう視点の 違 い がみ られ
た｡
1) 看護職のテキス トにみる生活リズムの捉え方と調整
の特徴
表1の 目次を見ると, 健康な高齢者 へ の援助 (A 3,
A 8) と健康障害の ある高齢者 へ の 援助 (A 5, A 9 ,
AIO) の記述がみられた ｡ A 9で は ｢生活リズ ム はそ の
人の 日常生活の 過ごし方そ の もの｣ と捉え, 身体的変化
と生活リズ ム の 回復 に焦点をあて 援助するこ とが重要と
記述され て い た ｡ 高齢者そ の 人 の 生活に対する意識, 坐
活歴 , 趣味 ･ 興味, 意欲などと の 関連性を考慮した上で ,
生活全体を丁寧にアセ ス メ ン トし, 個 々 の機能障害の レ
ベ ル を判断し, そ の 人にあ っ た活動量を知 っ て適切な援
助をする ことが重要と して い た｡ 生活全体を見ながら身
体的ア セ ス メ ン トをして い くと い う看護職の特徴で ある
と考えられた ｡
A 4 , A IO, Allで は, 生活リズ ム を整えると いう記
述があり , 具体的には, 日中 の活動を高める , A D L の
維持 , 拡大 を図る , 起床時間, 食事時間, 就寝時間を 一
定にするな ど生活時間を整える, 家庭 で の就寝前の 習慣
の 導入, と い う記述が見られた｡ 現在生 活して い る場に
おける情報だ けでなく, 家庭など で の 習慣も考慮 して ,
援助に生 か して い くと いう特徴と捉えた ｡
不眠 へ の援助方法と して , 第 一 に , 身体的要因の 緩和
があげられ て い た (A 4, A13)｡ 続 い て心理的要因 へ
の援助の 記述があり, 看護職の ア セ ス メ ン トの 視点を示
すと考えられた ｡
こ う した知識基盤をもと に, 看護職は, 介護職と の
連携 ･ 協働にお い て , 何 らか の 疾患をも っ て 在宅や施
設で療養 して い る高齢者 へ の援助をする立場 , ある い は
健康障害を起こさな い ように予防的にかかわる立場 にお
い て , 常 に先を予測した予防的な視点を持ち, 高齢者に
かかわ っ て い る であ ろう こ とが推測され , 医学的管理を
踏まえて 健康を観察する看護職の視点の 特徴と考えられ
た ｡
2) 介護職のテキス トにみ る生活リズムの捉え方と調整
の特徴
表1の 目次をみると , 日常生活にお ける介護 (B l ,
B 6), ある い は身体的生活援助 (B 2, B 5) の項 目
で , 睡眠 へ の 援助ある い は生 活リズ ム の 記述が見られ ,
生活その もの を捉え援助 して いく介護職の視点, 援助方
法の 特徴 と考えられた｡
身体的な生活の援助の 中で , 睡眠 へ の 援助の 項目に生
活リズ ム の記述が見られた ｡ 要介護者は活動性の 低下か
ら昼夜逆転になりがちで あり, 生活リズ ム がくずれ, 不
規則になり (B2 , B 4), 夜間の 安楽な睡眠 をと るた
め にも日中の生 活に メ リ ハ リを つ ける こ とが重要と記述
され て い た (Bl , B 3)｡
睡眠 へ の援助方法と して は , B 5, B 6 で睡眠の メ カ
ニ ズ ム に の っ と っ た援助方法が詳しく, 具体的に記述さ
れ て い た ｡ 睡眠は個人差が大きく, そ の 人 の睡眠 の傾 向
を知るこ とが大切で あり, 本人 の 訴えを観察するこ とが
必要と記述されて おり, そ の ときの , そ の 高齢者の個別
性を大事に して い く姿勢が伺えた｡
一 番 ケ 瀬は, 介護福祉を ｢そ の 援助 を通 じ て , そ れ
ぞれ の生命を活性化するため の
"
生活リズ ム
"
を そ れぞ
れが戻す べ く, さまざまな努力 ( 家事援助t 介護 ･ 話 し相
辛 - ) をそ の 人 に的確 にしかも総合的に行うこ と｣ と し
て おり9), 生活リズ ム を戻すためにそ の 人に合 っ た適切
な方法で 総合的に援助する介護福祉士の 役割を論 じて い
る ｡ 介護福祉士 国家試験の 出題基準10)に お い て も介護概
論の 中で , ｢介護援助の 方法｣ と い う項目 の 中 の ひと つ
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に, ｢生活リ ズ ム と健康習慣｣ と い う項目が ある ｡ 長年
築 い て きた習慣にもとづ き, 生活リズ ムを捉えて援助す
ると い う視点, 方法を修得して い る こ とが期待され て い
ると考える｡ 介護職者は, サ ー カ デ ィ ア ン リズ ム にもと
づ く睡眠 ･ 覚醒リズ ムを捉え, そ の 人の 長期にわた る生
活習慣の 観点か ら生活リズ ム を ア セ ス メ ン ト し, 社会的
環境 を整える こと により, 援助し て い くと い う特徴を示
すと考えられた ｡
Ⅴ . まとめ
年代による生活リズ ム の捉え方の変遷は, 睡眠に焦点
をあて , 生活リズ ム の 乱れが不眠 の原因と いう捉え方か
ら , 日常生 活と同義的に生活リズ ムを重視した捉え方,
さ らに高齢者と家族を含めた生活リズ ム と いう捉え方が
なされ て い た ｡ 看護 ･ 介護職の テキ ス トの 内容に大きな
違 い はみられなか っ た が , 看護職で は, 健康な高齢者 へ
の援助及び健康障害をも っ た人 へ の 援助と い う視点から
援助を捉えており, 介護職で は, 日常生活 へ の援助と い
うように , 生活そ の もの をまず捉え援助して いくと いう
視点の違 い がみられた ｡ 看護職は, 介護職の こ の ような
視点の特徴を踏まえ, 高齢者の 身体的なア セ ス メ ン トを
し, 生活全体 を捉えた上 で , 生活リズ ム の 回復に焦点を
当て , 援助 して い く ことが必要であると考える｡
生活リズ ム 調整に関する援助方法は いく つ か の テ キ ス
トでみられたが , 生活リズ ム が乱れ た高齢者 へ の具体的
な援助方法に つ い て は , 記述が少なか っ た ｡
以上 の ような看護 ･ 介護職の 視点の 違 い と知識基盤を
もとに, 相互 の 実践知を明らか にする必要があると考え
られた｡
(本論文は , 21世紀C O E プロ グラ ム ｢日本文化型看護学
の 創出国際発信拠点｣ の研究の 一 部で ある ｡)
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